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《単位互換提供科目詳細》

＊科目 No． 2117

科目概要記入欄

1．開設大学名 広島大学
科目開講

キャンパス
東広島キャンパス

2．科 目 名

正式科目名

瀬戸内海の恵みと現状を学ぶ洋上里海

総合演習

クラス名

副題
配当年次 1 年次

受入学年 1,2,3 年

旧科目名

学問分野 番号 33 名称 水産学

サテライトで開講される科目の科目群 Ａ群 Ｂ群

3．担当教員名 冲中 泰，中口和光，山口修平

4．単 位 数 2 単位 5．開講学期 前期集中

6.開講期間

曜日・時間
平成 30 年 6月 22 日（金）～平成 30年 6月 25 日（月）

個別開講日

1 回目 6/22 2 回目 6/22 3 回目 6/22 4 回目 6/22 5 回目 6/23 6 回目 6/23

7 回目 6/23 8 回目 6/23 9 回目 6/23 10 回目 6/24 11 回目 6/24 12 回目 6/24

13 回目 6/24 14 回目 6/24 15 回目 6/25 16 回目 6/25 試験日 6/24

7.基礎知識の有無
1.「基礎知識を必要とする科目」 （ ）

②.「基礎知識を必要としない科目」

8.募集人数

（総授業定員）

10 人

（ 人）

9.定員超過時の

選考方法
書類選考

10．科目内容・

授業計画

広島大学生物生産学部附属練習船「豊潮丸」による乗船実習を経験する中で，
里海を育んできた瀬戸内海域の文化・漁業・水産の試験研究を視察するととも
に，海洋調査を経験することにより，里海瀬戸内海への理解を深めることを目
的とする。

6/22(金): バスで広島大学生物生産学部および JR 西条駅から竹原港へ移動，

乗船・出港，漁船操業の視察と船内講義，愛媛県今治市大三島宮

浦沖錨泊

6/23(土):大三島漁業協同組合魚市場訪問、宮浦港入港，伯方塩業大三島工場

見学，大三島海事博物館見学，観測等

6/24(日):大三島宮浦港を出港，大崎下島御手洗（潮待ちの港町）視察，海洋

観測，船内講義（演習，体験発表会）

6/25(月):広島県水産海洋技術センター見学，船内清掃，昼食, 修了式後下船

（12:30 頃），バスで西条駅まで送ります（14:00 頃着，呉駅解散

も可）
＊寄港先の都合等により，予定に変更が生じる場合がある。

11．試験・評価方法 受講態度 50 点，発表とレポート 50点で評価する。

12．別途負担費用

● 授業期間中の食事代，シーツ洗濯代として 5,000 円程度を徴収します。

● 集合解散場所の事前事後の交通費は自己負担となります。

● 開催 10 日前以降のキャンセルについては乗船期間中の食事代全額を払っ

ていただきます。

● 実習にかかるその他経費についてはこちらで負担します。
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13．その他特記事項

● 集合時刻：バスで生物生産学部から JR 西条駅を経由して乗船地の竹原港ま

で行きますので，開催当日（6 月 22 日）は，以下の１）か２）のいずれ

かの場所に，それぞれの指定時刻（時間厳守）までに集合してください。

（昼食を済ませておいてください）

１）広島大学生物生産学部（東広島キャンパス）車庫前 12:30 まで

２）JR 西条駅一般バス降車場 12:50 まで

● 持参物：医療保険証，着替え，運動靴（甲板作業はスリッパ類不可），雨具

（傘），作業着上下（長袖，長ズボン），筆記用具，洗面具，タオル類等（長

靴とカッパは貸与します。船内での洗濯可）,釣り具（持っていれば）

● 傷害保険：事前に学生教育研究災害傷害保険（財団法人日本国際教育支援

協会）相当の傷害保険に加入しておいてください。

● やむなく欠席する場合は，開催 10 日前までに広島大学生物生産学部学生支

援室まで申し出てください。直前にやむなく欠席・遅刻する場合も，必ず

連絡してください。

● 本授業科目は，広島大学生物生産学部，広島大学他学部，他大学学生のた

めに開講されるものです。

【問合せ・連絡先】（E-mail：★を＠に変換してください）

・ 広島大学生物生産学部学生支援室 〒739-8528 東広島市鏡山 1-4-4

TEL: 082-424-4323 E-mail：sei-gaku-sien★office.hiroshima-u.ac.jp

・ 広島大学大学院生物圏科学研究科 冲中 泰 准教授 〒739-8528 東広島

市鏡山 1-4-4

TEL：082-424-7978 E-mail: okinaka★hiroshima-u.ac.jp

14．サテライト科目

の社会人受講につい

て

科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否


